



































向 正樟（同志社大学グ、ロー ノ〈ノレ士出或文化学部准教授） 広域ネットワークと蝉或
連携研究者 岡本充弘（東洋大学文学部教授） 歴史理論
佐藤正幸（山梨県立大学園際政策学部特任教授） 歴史認識
成田龍一（日本女子大学人間社会学部教授） 国民国家の歴史
主要研究協力者 大西信行（中央大学杉並高等学校教諭）
置村公男（六甲中学校・高等学校教諭）
後藤誠司（京都市立日吉ヶ丘高等学校教論）
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毛戸祐司（京都府立田辺高等学校教諭）
小林克則（NPO法人神奈川歴史教育研究会副理事長）
笹川裕史（大阪教育大学附属天王寺中学校・高等学校天王寺校舎教諭）
庄司春子（開志社中学・高等学校教諭）
中村蕪（大阪大学・開志社大学非常勤講師）
吉嶺茂樹（北海道有期高等学校教諭）
特任研究員伊藤一馬、森本慶太
以上のメンバーが、大阪大学歴史教育研究会に参加しているその他の大学・高校教員、ポ
スドク研究者や大学説生による事務局などと協力しながら、研究活動を進めているのであ
る。
上記科研費プロジェクトの初年度となる2014年度は、本研究会の編集による大学教義課程
向け教科書『市民のための世界史J （大阪大学出版会、 2014年4Jj）を刊行し、その記載内
容や本書を活用した授業実践の方法について議論したのをはじめ、大阪大学内外の麓史研
究者や高校教員、それに阪大の続生による研究報告を実施した。また、史学会や堺市博物
館をはじめとする外部組織と連携した活動も活発に展開した。本書には、こうした本年度
の成果の一部として、前掲の『市民のための世界史Jと現行の高校教科書の記載内容の比
較を踏まえた、大学院生による研究報告を収録している。なお、研究活動に関する詳細は、
巻末の活動記録を参照されたい。
最後に、 2014年度の活動にあたり参加・協力して下さった研究者、院生・学生、高校教員、
事務職員ほかすべての皆さんに、あつくお礼を申し上げたい。
2015年3月 桃木至娯
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